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論　　文　　の　　要　　旨
　屈地性は植物器官が重力を感受して屈曲を起こす複雑な違鎖反応であるがヨその過程は重カ刺激
の感知ラ刺激の転換ヨ刺激の伝達および刺激に対する応答の4段階に分けて考えることができる。
トウモロコシの根の屈地性は重カに加えて光の刺激を不可欠の因子とする光依存屈地反応である。
従って、重カ刺激下にある根の屈曲と光の関係を追究することによって，屈地性の素過程の機構を
明らかにできる可能性がある。本研究は，暗黒下画重力刺激下で水平に伸長しているトウモロコシ
の根の前方から光照射を与えヨその後の屈曲反応を計測することによりラ（1）光刺激に対する反応様
式ラ（2）刺激伝達物質の決定，（3）伝達物質の生長抑制作用様式の3点から屈地性に及ぼす光刺激の影
響を解析しようとしたものである。
（1）光刺激に対する反応様式　（i）赤色光（663nm）の強さ（約3xlO一珊～1．5xlO－9E　l㎝■21s－1）と
照射時問（20s～3h）を変えた光刺激の結果ヨ属曲反応誘導期と属曲度に差がみられなかった。
（ii）一定赤色光（2．4x10－0E　l㎝一21s　I呈）と照射時問の組合せ実験でヨ26sを境として反応個体数
が激増し、31sで一定値となるが昏屈曲度自体は時間に無関係に一定値（約3引を示した。㈹赤色
光の強さと照射時間を変えヨそれぞれ屈曲に必要な最少照射時問を調ベヨ最少照射エネルギーを求
めたところ、ほぼ一定の値（平均6，5×10■9E1㎝一2垣s’1）を得た。㈹以上からヨこの光依存屈曲
は閾値型反応でありラまた何らかの光受容体の光化学的変換によって屈曲が誘導されているものと
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判断された。（v）この光受容体を推定するため雪屈曲誘導の作用スペクトルを求めたところヨ650nm
に最大ピークラ虹肺mに小ピーク雪663n㎜に肩をもつスペクトルが得られた。（・う赤色光田近赤外光
の逐次あるレ）は同時照射の実験でフィトロクロムに知られる可逆性は認められず。従って屈曲に関
与する光受容体はフィトロクロムとは別の未知物質であると推定された。
（2）刺激伝達物質の決定　（i）屈曲反応部位（伸長生長帯）における生長抑制物質の偏在分布の成立が
屈曲を惹起する可能性を明らかにするため、重力刺激下で5分問赤色光を照射し、1時問後に上下
半分に切断し，内生阻害物質を抽出定量した結果ラ従来最も有力な物質と推定されていたアブシジ
ン酸（ABA）やインドール酢酸（1AA）ではなくラ薄層クロマトグラフィーでABAより僅か
に高いRf値をもつ未同定物質がトウモロコシの根の生長を強く抑制しうまた光依存の上下偏差分布
を示した。（ii）従ってヨこの新しい生長調節物質が重力刺激伝達物質として作用するものと推定され
た。本物質の構造決定は現在進行中である。
（3）刺激伝達物質の作用機作　（i）細胞壁中の5一ヒドロキシプロリン（Hyp）に冨む糖タンパク質の
含量増加が細胞の生長抑制に関連する事実が最近報告されている。トウモロコシの根に14C一プロ
リン（Pro）を与えヨ細胞壁におけるHyp量変化に及ぼすう上記の未同定物質の影響を調べた結果、
細胞壁のラウリル硫酸ナトリウム不溶分画にHypの顕著な増加がもたらされること，またHyp／
Pm比の変化は起こらないことが明らかにされた。（ii）従って争刺激伝達物質としての未同定物質は
Hypに富む糖タンパク質の細胞内合成あるいは分泌の過程で作用し，細胞壁中の含量を増加させる
ことにより生長を阻害するものと考えられた。
審　　査　　の　　要　　旨
　植物器官が光や重力を感受し，刺激方向に対して一定の生長反応を示すことは植物の生存にとっ
て極めて重要である。重力屈性については多くの研究がなされてきたがラその機構は未解決のまま
現在に至っている。著者は言光刺激下にあって初めて重力屈性を示すトウモロコシの根に着目しヨ
先ずは重カ刺激の感知機構を別として研究を進めた。すなわち光刺激の有無によって屈曲を制御す
ることによりラ重力刺激の化学的過程への変換1伝達1生長応答の過程を解析しヨいわばからめ手
から重カ屈性を追究する方向をとって、独特な成果を収め得たものである。物質の化学的同定を今
後に残してはいるがヨ未知の光刺激受容体および重力刺激伝達物質の関与による偏差生長が屈曲を
もたらす機構の存在をほぼ確実としたことは，トウモロコシの根の重カ屈性に関する重要な解明の
方向を拓いたものとして高く評価され，またこの研究の進展は屈性を含めた植物における一般の生
長反応の生理化学に多いに寄与するものと考える。
　よってヨ著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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